
様式第３ 

会  議  録 

 

会   議   名 令和元年度第２回野田市男女共同参画審議会 

議題及び議題毎の 

公開又は非公開の別 

１ 副会長の選出について 

２ 第４次野田市男女共同参画計画（素案）につい

て 

日       時 
令和元年１２月１９日（木） 

 午後２時から午後３時１０分まで 

場       所  市役所２階 中１・中２会議室 

出 席 委 員 氏 名 

中村 和雄、古谷 道雄、石原 和子、佐喜川 貞

子、横川 しげ子、木名瀬 セキ、田中 恵子、国

松 実枝子、平野 滋、梶山 美枝子、筒井 圭子 

欠 席 委 員 氏 名  
倉持 又彦、文道 尚子、長崎 梨奈、三品 陽

美、石山 由美子 

事 務 局 等 

今村 繁（副市長）、生嶋 浩幸（企画財政部次長

（兼）企画調整課長）、荒井 幸則（広報広聴課

長）、富山 勝之（総務部次長（兼）人事課長）、

初見 龍一（管財課長補佐（兼）契約係長）、蛯原 

芳幸（営繕課長補佐）、大塚 盛也（市民生活部次

長（兼）市民生活課長）、森下 元博（防災安全課

長）、宇田川 克巳（自然経済推進部次長（兼）商

工観光課長）、平野 健一（農政課長）、杉谷 健

次（スポーツ推進課長補佐（兼）指導管理係長）、

富山 芳則（保健福祉部次長（兼）生活支援課

長）、伊原 誠宏（障がい者支援課長補佐（兼）計

画係長）、善方 浩子（高齢者支援課長補佐）、安

藤 剛行（介護保険課長（兼）地域包括支援センタ

ー長）、中代 英夫（保健センター長）、池田 亜

由美（保健センター子ども支援室長）、小林 利行

（児童家庭課長）、鈴木 和則（保育課長）、武田 

真弓（保育課長補佐）、須田 光浩（子ども家庭総



合支援課長）、川野 尚武（生涯学習課長）、桑村 

典子（青少年課長（兼）青少年センター長）、横島 

司（興風図書館長）、内海 孝幸（学校教育課長補

佐（兼）学務係長）、村田 弘信（指導課主幹

（兼）指導主事）、宮嶋 理恵（指導課指導主

事）、宮田 明（消防本部参事（兼）消防総務課

長）、田中 洋介（社会福祉協議会事務局長）、平

野 紀幸（児童家庭部長）、戸  卓哉（人権・男

女共同参画推進課長）、鈴木 和子（人権・男女共

同参画推進課長補佐（兼）啓発係長）、松崎 一行

（人権・男女共同参画推進課谷吉会館長）、鈴木 

利明（人権・男女共同参画推進課島会館長）、鈴木 

佳子（人権・男女共同参画推進課主任主事） 

傍   聴   者  １名 

議 事 
第２回野田市男女共同参画審議会の会議結果（概

要）は、次のとおりである。 

人権・男女

共同参画推

進課長補佐 

 

 

 

 

 

 

横 川 会 長 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長補佐 

 

人権・男女

共同参画推

令和元年度第２回野田市男女共同参画審議会を開会する。本

日配布の資料を確認する。 

会議の成立について報告する。 

会議の公開及び傍聴、会議資料及び会議録の公開について説

明する。会議録作成のため録音機を使用すること、過去の審議

会において、会議録における発言委員の氏名の公表、会議資料・

会議録・委員名簿のホームページ公開が決定していることにつ

いて了承していただく。 

 

 会長の挨拶を求める。 

 

＜挨拶＞ 

 

 議事に先立ち、新しく就任した委員を紹介する。 

 

 

 

 野田市男女共同参画審議会条例第６条第１項の規定により、

議長を横川会長にお願いする。 



進課長補佐 

 

横 川 会 長 

 

人権・男女

共同参画推

進課長補佐 

 

横 川 会 長 

 

横 川 会 長 

 

 

 

 

田 中 委 員 

 

 

 

横 川 会 長 

 

 

 

横 川 会 長 

 

木名瀬副会

長 

 

横 川 会 長 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

 

 

 会議の傍聴について事務局に説明を求める。 

 

 傍聴者について報告し、入室について伺う。 

 

 

 

 傍聴者の入室について委員に諮り、入室を許可する。 

 

議題１ 副会長の選出について 

 副会長であった中村委員が退任したため、不在となったも

の。副会長の選出について、条例の定めにより、委員の互選に

より選出するとあるため、委員の意見を伺う。 

 

 会長一任ではいかがか。 

 

＜異議無しの声＞  

 

 木名瀬委員を推薦する。 

 

＜異議無しの声＞ 

 

 木名瀬委員を副会長に決定し、挨拶を求める。 

 

＜挨拶＞ 

 

 

議題２ 第４次野田市男女共同参画計画（素案）について 

 第４次野田市男女共同参画計画（素案）について事務局に説

明を求める。 

 

＜資料に基づき、第４次野田市男女共同参画計画（素案）を説

明＞ 

 

 



国 松 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

人 事 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

横 川 会 長 

 

 

古 谷 委 員 

 

 

 

 １点目は、素案 36ページの「ヘイトスピーチ」について、

新聞等で報道されているが、川崎市で条例ができた。野田市も

いち早く取り入れておりすばらしい対応だ。同じページの「性

的少数者」は、一般的に「ＬＧＢＴ」という省略語が知られて

いるので、素案と用語解説に「ＬＧＢＴ」を入れることを提案

する。その理由は、平成 30年度に野田市が実施した意識調査

で行った「ＬＧＢＴ」に対する質問で、理解を深めていくこと

が大切という回答がかなりのパーセンテージを占めているた

め。 

 ２点目は、市の女性管理職の５年後の目標値について、是非

実現してほしい。以前、市がロールモデルとなり、女性管理職

を増やす意気込みを掲げていたし、審議会の女性委員 50パー

セントを目標としていることからも増やしてほしい。市民、そ

れも子供や学生が目にするロールモデルとなる女性管理職が

日常的にどのくらいいるか、公民館や図書館の館長が女性であ

れば目に触れることも多くなるので、検討してほしい。 

 

 貴重な意見に感謝する。「ＬＧＢＴ」について、修正、明記

する。 

 

 

 市の女性管理職は、近隣市や県内の他市と比較して、非常に

少ないのが現状。女性の昇格に対する意識を変えるために研修

を実施している。 

 女性の公民館長は、現在１名だが、来年４月から会計年度職

員に変更されることを機に増やしていくべきと考える。図書館

と同じく女性の割合が多い職場、例えば保健センターなどに女

性管理職を増員できるよう取り組んでいく。 

 

 事務局には、素案の修正と女性管理職の増員について検討を

求める。 

 

 101 ページの目標値の数値化で是非達成に向けて努力して

もらいたいが、固定的性別役割分担意識に賛成しない人の割合

を 38パーセントから 50パーセント、女性課長相当職を 2.9パ

ーセントから 15パーセント、市男性職員の育児休業・部分休



 

 

 

 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

 

 

平 野 委 員 

 

 

 

 

 

 

子ども家庭

総合支援課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業取得率 15 パーセントから 60 パーセント、認知症サポータ

ー養成者数を 10,000 人から 20,000 人に上げる、これらはハ

ードな目標ではないかと感じる。担当者の異動等もあり、継続

して成果を上げていくのは難しい。例えば、1年目は 1.2倍、

2年目は、1.何倍、5年後は 2倍と年度ごとの目標を立てると

取り組みやすいと考える。 

 

 貴重な意見に感謝する。目標値は、女性活躍推進法において

地域の実情に応じて制定するとあり、国が示す数値と照らし合

わせて調整を図ったもの。個々の施策における目標値を令和６

年度の最終目標としており、特別に設定したものではない。毎

年の進捗状況で、何パーセント達成したと報告する。 

 

 １点目は、虐待死事件について、先月千葉県の検証委員会の

報告書が公表されたが、検証委員会に市が報告した中で、今回

の行動計画に入っていない、又はこれから入れていく取組があ

れば教えてほしい。 

 ２点目は、10 月に新設された「子ども家庭総合支援課」に

ついて、活動状況など報告できるものがあれば教えてほしい。 

 

 １点目の市がこれから取り組んでいく施策で、事件について

市も独自の検証を行い、検証報告書の提出を待っている段階で

ある。第三者機関である野田市児童虐待事件再発防止合同委員

会において、県や市の検証を報告し、更に市の今後の取組につ

いて検討しているが、その一つとして、市と柏児童相談所の連

携に特化したマニュアル作成が進行している。 

 ２点目だが、子ども家庭総合支援課の新設に伴い、これまで

虐待への対応のみだったが、ＤＶ相談、子ども家庭総合支援拠

点事業が加わった。家庭相談として、18 歳までの児童の悩み

相談と家族支援、及び妊婦への支援をワンストップで取り組ん

でいる。虐待については、今年２月１日現在 166ケースの進行

管理をしていたが、今現在 430ケースになっている。特に重篤

と認めるケースには、民生委員児童委員や主任児童員にも参加

を要請した関係機関による個別支援会議を行っており、現在

90 回以上開催し、百数十名の子供たちへの支援について検討

している。前年度までの 10回から 13回、1 回につき 1ケース



 

 

 

平 野 委 員 

 

子ども家庭

総合支援課

長 

 

横 川 会 長 

 

 

 

横 川 会 長 

 

 

 

 

 

横 川 会 長 

 

 

 

人権・男女

共同参画推

進課長 

 

横 川 会 長 

 

 

 

 

横 川 会 長 

 

 

 

と比べ物ならないくらい、多くの子供たちの安全を図ってい

る。 

 

 市の検証結果の報告は、いつ頃になるか。 

 

 現在内容確認中で、最終的な調整を行い、来年１月に開催す

る合同委員会に提出する。委員等からの意見を踏まえ、市長に

報告することになる。 

 

 ほかに質問、意見等はないか。 

 

＜質問等無し＞ 

 

議題２「第４次野田市男女共同参画計画（第３次改訂版）」

（素案）については、一部修正の上、決定することでよろしい

か。 

 

＜異議無しの声＞ 

 

 「その他」について 

 本日配付したパブリック・コメント手続の実施について事務

局に説明を求める。 

 

＜資料に基づき、パブリック・コメント手続の実施について説

明＞ 

 

 

 パブリック・コメント手続の実施について質疑及び意見を求

める。 

 

＜質問等無し＞ 

 

 「パブリック・コメント手続の実施について」は、事務局の

案のとおり決定することでよろしいか。 

 

＜異議無しの声＞ 



 

横 川 会 長 

 

人権・男女

共同参画推

進課長補佐 

 

 

 

 

横 川 会 長 

 

人権・男女

共同参画推

進課長補佐 

 

本日の審議は以上となるが、事務局から何かあるか。 

 

第３回男女共同参画審議会の開催は２月下旬予定。パブリッ

ク・コメント手続の結果説明と、第４次野田市男女共同参画計

画の答申を行う。パブリック・コメント手続の意見募集までに

素案に変更が生じた場合は、会長確認の上、委員に郵送で報告

する。 

次回の日程が決まり次第連絡する。 

 

 議事終了につき、議長の任を解く。 

 

 午後３時１０分、閉会を宣言した。 

 


